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１　化学 繊維は近来急速に進歩発展して我 々の衣料用

繊維 としての使途噺拡充しつつあ るが消費過程 における

衣料 としての性能 の良否，着用結果等につい ては明確で

ない場合が極めて多い。本研究においては化 繊織物 の衣

服 としての性能 や使途を明かにするため の一資料 とし て

刻 艮として要求 される各種性能 の うち，特に強度並に伸

度 ，吸水能 柔軟 性，防皺度等につヶI,ヽて市場商品の|全般

的 な調査を試みた。

２　試料は化 繊mm の中から主 とし て春秋並に冬季 衣

料 として比較的 厚地 のもの種を 選出し上記諸項 目の測定

を行い天然繊維 との比較を行った。

3    (1) 強度　天然繊維は一般に緯布の強力が低いが

化繊布38 種について も同様の傾向が認められた。試料

中 ８種は，緯強力は経の2/1  以下であって， これらは特

定の繊維 に限定されないが被服 の耐久性の見地から考慮

を要すると思われるものは薄地 のシ ャツ地 及び裏地に供

せられるベンベル グやアセテート混紡タフタ等であ る。

湿潤による強力 の低下 はビュールレザ ーを 除いたすべて

の試料に認められ特に レ―ヨン類 にそ の傾向が著 ししヽ 。

悶 伸度 天然 繊維におけると同様化繊布におい てもレ

ーヨン並にその混紡品数点を除き大体 の傾向とし て湿潤

時における伸び の増大がみとめられたバ3) 防皺度 化

繊布中ナイP  V, テ トP  ン, テトロン ウール混紡等にお

いて ウールに必敵す る防皺性を示した。


